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【課題】

参加支援を踏まえた地域課題検討（地域づ

くり）に関する検討には至っていない。（個

別事例検討に終始している）

【今後の方向性】

チーム会議での取扱件数を増やし、スク

リーニング機能やケース対応機能の強化を図

るとともに、多機関協働支援会議への課題の

上げ方を整理していく。また、チーム会議だ

けでなく、各分野の会議からも地域課題や

ニーズを抽出することで、参加支援や地域づ

くりへとつなげていく。

【課題】

持ち込まれる内容が一部の分野に限られる。

【今後の方向性】

各会議での抽出が可能か改めて点検する。

【現状】

重層的支援のチーム会議を設置し、原則１

回/月の頻度で定例開催。

【令和５年度の取組】

全１８件（新規１４件・Ｒ４継続４件）の

ケースを検討。うち７件を多機関協働支援会

議へ展開（随時型：５件、定例型：２件）。

事業の趣旨理解促進を目的とした研修会を

実施（３回/年）

【現状】

総合相談連絡会をリノベーションし、

多機関協働支援会議として、３か月に

１回開催（定例型）。

また、取扱ケースの緊急性に応じて随

時型(ActⅠ-③・Ⅱ)を開催。

【令和５年度の取組】

随時型５件は接近困難、多問題複合

世帯等の所謂「支援困難事例」であっ

た。

対応困難事例について、随時開催に

より、タイムリーに関連する機関間で

情報共有や支援の方向性の検討ができ

た。

定例型においては、各機関での関わり

方を検討し、参加支援に焦点を当て、

重層的支援の土壌づくりを行った。

【Ｒ６～】

より「地域づくり」に目を向けて考えられ

る協議体へ改編

名称：福祉のまちづくり委員会

受皿となる会議

・生活困窮者自立支援専門部会

（多機関協働推進委員会）・権利擁護支援システム推進委員会
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機能Ⅰ スクリーニング機能

機能Ⅱ ケース対応機能

機能Ⅲ 地域課題抽出機能

多機関での対応が必要

地域づくりとして対応が必要

重層的支援のチーム会議A

個別ケース

多機関協働支援会議
（総合相談連絡会ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

総合相談窓口での

相談内容の共有

総合相談窓口から

繋いだケースの対応状況共有

単一機関では対応困難事例の

検討
※必要に応じて随時開催

地域課題の明確化と

解決策の検討
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＜高齢＞

地域ケア会議
＜高齢・障がい＞

虐待レビュー会議

＜生活困窮＞

生活困窮レビュー会議

各分野での課題抽出の機能を持つ会議

Aのチーム員が各会議の結果を持ち込む

・ケースレビュー会議（横レビュー）

⇒虐待通報事案の進捗状況と管理の共有

・システム改善・資源開発検討会議（縦レビュー）

⇒現行システム等の課題抽出、解決策の検討

E

⇒支援中の全ケースの進捗状況と管理の共有

一定取り組めた

取組までに至っていない


